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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 934 △33.2 △432 ― △381 ― △360 ―

29年3月期第2四半期 1,399 0.4 △506 ― △676 ― △651 ―

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　△395百万円 （―％） 29年3月期第2四半期　　△524百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 △12.68 ―

29年3月期第2四半期 △29.68 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 2,188 1,314 60.1

29年3月期 2,643 1,111 41.6

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 1,314百万円 29年3月期 1,099百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

30年3月期 ― 0.00

30年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

平成30年３月期の業績予想については、現時点で合理的な算定が困難であるため、未定とし記載しておりません。詳細は添付資料３ページ「（３）連結業績
予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 29,523,220 株 29年3月期 26,621,120 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 167,538 株 29年3月期 167,538 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 28,459,974 株 29年3月期2Q 21,936,464 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる
可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年９月30日）におけるわが国経済は、雇用・所得環境の

改善を背景に緩やかな景気回復の動きが見られたものの、中国及び新興国の成長鈍化、米国新政権の政策に対する

懸念、北朝鮮情勢の地政学的リスクの更なる上昇等先行き不透明な状況で推移いたしました。

当社グループの中核事業領域である外食産業業界においては、景気回復による外食マインドの改善が期待される

ものの、原材料の値上や酒の安売り規制強化による小売価格上昇並びに根強い節約志向等、依然厳しい状況にあり

ました。

このような環境のなか、当社グループは引き続き「人のため、社会に貢献する企業へ」を経営方針として掲げ、

レストラン・ウエディング事業の安定的な拡大、及び新たな収益事業領域として位置付けるバイオ燃料事業の収益

基盤の確立を推し進めてまいりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

レストラン・ウエディング事業におきましては、売上高３億41百万円（前年同期比11.0％減）となりました。平

成28年３月期より不採算店舗の閉店、人材配置の見直し、メニュー構成の統一による仕入れコスト削減等の施策を

継続して実施しておりますが、売上高減少の要因といたしましては、高単価が期待できる結婚披露宴成約件数の減

少並びに１組当たりの成約金額の減少による結婚披露宴の施行単価の低下に加え、近隣地域に競合店舗が開店した

ことによる集客低下によるものであります。

これらのことから、レストラン・ウエディング事業におけるセグメント損失につきましては95百万円（前第２四

半期連結累計期間はセグメント損失80百万円）となりました。

バイオ燃料事業におきましては、メキシコでのスーパーソルガム種子販売241.02tにより売上高５億92百万円（前

年同期は２億29百万円）となりました。なお、平成29年２月28日にベトナムにおいてタイ王国SORG JT Co.,Ltd.

（以下、「SORG JT」）へ17.9tを、平成29年３月28日にオーストラリアにおいてメキシコ合衆国PRIMUS VISIONS.A.

DE C.V（以下、「PRIMUS VISON」）へ88t、さらに、平成29年３月29日にメキシコ合衆国全国牧畜業者組合連合会ハ

リスコ州支部UNION GANADERA REGIONAL DE JALISCO（以下、「UGRJ」）に360t、及びオーストラリアにおいてSORG

JTに32tを納品しておりますが、それぞれの支払期限であります平成29年9月30日にUGRJはスーパーソルガム種子の

輸入が完了していないこと、SORG JTは輸出入の手続きが想定以上に必要であることから、支払期日であります平成

29年9月30日の延長要請がありました。延長後の支払期日につきましては、UGRJは平成30年3月31日、SORG JTにつき

ましては、平成30年2月28日となっております。なお、UGRJの支払原資は輸入しました種子の販売となっていること

から、UGRJによる販売が進まず延長期日までに代金が回収できない可能性もあります。また、SORG JTにつきまして

も外部からの資金調達により支払原資を確保する意向を受けておりますが、外部からの資金調達が行えない可能性

もあります。

これらのことから、バイオ燃料事業におけるセグメント利益は、90百万円（前第２四半期連結累計期間はセグメ

ント損失２億41百万円）となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は９億34百万円（前年同期比33.2％減）となりました。

損益につきましては、バイオ燃料事業の売上計上の遅れが影響したことから、営業損失４億32百万円（前年同四

半期は営業損失５億6百万円)、経常損失３億81百万円（前年同四半期は経常損失６億76百万円）及び親会社株主に

帰属する四半期純損失３億60百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失６億51百万円）を計上い

たしました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は21億88百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億54百万円減少いたし

ました。流動資産は17億85百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億84百万円減少いたしました。主な要因は、

現金及び預金の減少11億63百万円と商品及び製品の減少２億14百万円、前渡金の増加11億18百万円によるものであ

ります。固定資産は４億３百万円となり前連結会計年度末に比べ69百万円減少いたしました。そのうち、有形固定

資産は前連結会計年度末とほぼ同額の55百万円となりました。また、無形固定資産は１億56百万円となり、前連結

会計年度末に比べ77百万円減少いたしました。主な要因は、のれんの償却による減少62百万円であります。さらに、

投資その他の資産は前連結会計年度末とほぼ同額の１億91百万円となりました。
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当第２四半期連結会計期間末の負債合計は８億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億57百万円減少いた

しました。流動負債は８億23百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億53百万円減少いたしました。主な要因は、

前受金の減少５億73百万円であります。固定負債は前連結会計年度末とほぼ同額の50百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は13億14百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億２百万円増加いたし

ました。これは、主に、資本金及び資本準備金がそれぞれ３億５百万円増加したものの、親会社株主に帰属する四

半期純損失３億60百万円の計上によるものであります。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の41.6％か

ら60.1％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年10月５日「業績予想の修正並びに中期経営計画の取り

下げに関するお知らせ」のとおり、バイオ燃料事業において、平成29年３月期に納品を完了させましたスーパーソ

ルガム種子の売上金未収により当社グループの事業計画、資金計画の見直しが必要となり、また、平成30年７月ま

でにメキシコ合衆国ハリスコ州内に確保予定でした販売用スーパーソルガム種子栽培圃場につきましても当該売上

金から支出予定であったことから当社が計画しておりました前提条件が大きく変わっております。

以上のことから、現時点において今後の事業環境の変化等を反映した合理的な連結業績予想を算出することが困

難なため開示をしておりません。

　今後、連結業績予想が可能になりました段階で改めて公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,264,293 100,723

受取手形及び売掛金 177,593 168,055

商品及び製品 533,532 319,422

原材料 5,643 5,779

前払費用 84,172 64,328

前渡金 11,028 1,129,508

短期貸付金 402,293 404,800

その他 59,824 80,578

貸倒引当金 △368,107 △487,538

流動資産合計 2,170,274 1,785,659

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 30,753 30,753

減価償却累計額 △6,708 △8,012

建物及び構築物（純額） 24,045 22,740

機械装置及び運搬具 25,737 28,755

減価償却累計額 △15,835 △14,525

機械装置及び運搬具（純額） 9,902 14,230

工具、器具及び備品 30,395 32,148

減価償却累計額 △10,830 △13,705

工具、器具及び備品（純額） 19,564 18,443

有形固定資産合計 53,512 55,414

無形固定資産

のれん 186,757 124,504

ソフトウエア 5,002 4,389

営業権 42,500 27,500

その他 335 315

無形固定資産合計 234,595 156,709

投資その他の資産

投資有価証券 29,588 30,290

敷金及び保証金 131,768 137,776

破産更生債権等 110,160 110,160

その他 23,716 23,089

貸倒引当金 △110,160 △110,160

投資その他の資産合計 185,073 191,157

固定資産合計 473,180 403,281

資産合計 2,643,454 2,188,941

負債の部

流動負債

買掛金 241,810 125,080

短期借入金 - 100,000

未払法人税等 47,095 11,280

賞与引当金 - 696

未払金 188,191 164,289

前受金 930,185 356,433

その他 70,132 65,752
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流動負債合計 1,477,416 823,532

固定負債

資産除去債務 22,441 22,513

繰延税金負債 3,721 2,987

その他 28,289 25,381

固定負債合計 54,453 50,882

負債合計 1,531,869 874,414

純資産の部

株主資本

資本金 3,301,796 3,607,117

資本剰余金 3,923,610 4,228,930

利益剰余金 △6,088,011 △6,448,997

自己株式 △83,004 △83,004

株主資本合計 1,054,391 1,304,046

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 70 625

為替換算調整勘定 45,310 9,855

その他の包括利益累計額合計 45,381 10,480

新株予約権 11,812 -

純資産合計 1,111,584 1,314,526

負債純資産合計 2,643,454 2,188,941
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 1,399,117 934,592

売上原価 897,770 334,575

売上総利益 501,346 600,016

販売費及び一般管理費 1,008,161 1,032,077

営業損失（△） △506,814 △432,060

営業外収益

受取利息 901 2,848

受取手数料 131 －

為替差益 － 49,026

雑収入 4,207 1,946

補助金収入 5,114 －

営業外収益合計 10,355 53,822

営業外費用

支払利息 5,360 173

為替差損 169,172 －

株式交付費 4,840 2,678

その他 1,141 577

営業外費用合計 180,516 3,429

経常損失（△） △676,975 △381,668

特別利益

固定資産売却益 － 2,083

新株予約権戻入益 5,026 －

特別利益合計 5,026 2,083

特別損失

貸倒損失 － 5,546

投資有価証券評価損 － 126

固定資産除却損 516 －

特別損失合計 516 5,673

税金等調整前四半期純損失（△） △672,465 △385,257

法人税、住民税及び事業税 7,981 2,429

過年度法人税等 － △25,967

法人税等調整額 △29,381 △734

法人税等合計 △21,400 △24,271

四半期純損失（△） △651,065 △360,986

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △651,065 △360,986
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純損失（△） △651,065 △360,986

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 - 554

為替換算調整勘定 126,731 △35,455

その他の包括利益合計 126,731 △34,901

四半期包括利益 △524,333 △395,887

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △524,333 △395,887
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

当社グループは、前連結会計年度まで過去８期連続（単体は８期連続）して営業損失を計上し、当第２四半期

連結累計期間においても、営業損失432,060千円を計上しております。当該状況により、継続企業の前提に重要

な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

当社グループは当該状況を解消すべく、国内、国外のいずれの戦略領域でも増収戦略とコスト構造改革の展開

により、収益力の向上を実現します。

バイオ燃料事業におきましては、メキシコでのスーパーソルガム種子販売241.02tにより売上高５億92百万円

（前年同期は２億29百万円）となりました。なお、平成29年２月28日にベトナムにおいてタイ王国SORG JT

Co.,Ltd.（以下、「SORG JT」）へ17.9tを、平成29年３月28日にオーストラリアにおいてメキシコ合衆国PRIMUS

VISIONS.A. DE C.V（以下、「PRIMUS VISON」）へ88t、さらに、平成29年３月29日にメキシコ合衆国全国牧畜業

者組合連合会ハリスコ州支部UNION GANADERA REGIONAL DE JALISCO（以下、「UGRJ」）に360t、及びオーストラ

リアにおいてSORG JTに32tを納品しておりますが、それぞれの支払期限であります平成29年9月30日にUGRJはス

ーパーソルガム種子の輸入が完了していないこと、SORG JTは輸出入の手続きが想定以上に必要であることから、

支払期日の延長要請がありました。延長後の支払期日につきましては、UGRJは平成30年3月31日、SORG JTにつき

ましては、平成30年2月28日となっております。なお、UGRJの支払原資は輸入しました種子の販売となっている

ことから、UGRJによる販売が進まず延長期日までに代金が回収できない可能性もあります。また、SORG JTにつ

きましても外部からの資金調達により支払原資を確保する意向を受けておりますが、外部からの資金調達が行え

ない可能性もあります。また、上記のとおりUGRJ、及びSORG JTからの代金支払いが平成29年９月30日に履行さ

れなかったことから、平成30年３月期においては、メキシコにおいて1,600t、タイにおいて100tの販売を計画し

ていましたが、現時点において、これらの販売計画は実現の可能性が低くなっております。今後、当社としまし

ては、引続きバイオ燃料事業の推進を図ってまいります。

レストラン・ウエディング事業につきましては、前連結会計年度より実施しております紹介会社を利用した結

婚披露宴の成約数確保を当四半期連結累計期間においても継続して行っております。また、店舗の収益性の改善

を図るために、店舗別の平日・休日・昼夜別に客単価、来店客数のデータを分析の上、単月の収支が黒字の店舗

と単月の収支が赤字の店舗を分別し、さらに、前年同期に比べ売上が低下している地方店舗につきましては、営

業時間、人員配置、食材等の見直しによるコスト削減策を実施しております。他方、安定した売上が確保されて

いる店舗につきましては、来客が集中する時間帯における料飲提供時間の短縮による座席回転率の改善を図るな

ど売上高の向上を目指しております。さらに、前連結会計年度において老朽化が著しい店舗の改修は実施済であ

り、定期的な害虫、害獣駆除、ハウスクリーニングも行い店舗環境を改善することで、集客の向上を目指してお

ります。なお、前連結会計年度において不採算店舗でありました渋谷店につきましては、低カロリー食材を中心

としたコース料理の提供に対し当初予想値を超える反響が継続しており、他店舗につきましても定期的に提供メ

ニューの見直しを実施しております。これらのことから、レストラン・ウエディング事業に関しましては引続き

安定的かつ持続的な利益成長の実現を目指してまいります。

しかしながら、これらの施策については、受注動向や経済環境によって影響を受ける可能性があるため、継続

企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の

影響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

当社が発行いたしました新株予約権の行使により、当第２四半期連結累計期間において資本金が305,320千円、

資本準備金が305,320千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が3,607,117千円、資本剰余金が

4,228,930千円となっております。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度まで過去８期連続（単体は８期連続）して営業損失を計上しております。こ

れにより継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる事象または状況が存在していると認識しております。

このような状況を解消するために当社グループは、主力事業であるレストラン・ウエディング事業の安定的な

拡大、さらにバイオ燃料事業の収益基盤の確立を進めます。

バイオ燃料事業におきましては、メキシコでのスーパーソルガム種子販売241.02tにより売上高５億92百万円

（前年同期は２億29百万円）となりました。なお、平成29年２月28日にベトナムにおいてタイ王国SORG JT

Co.,Ltd.（以下、「SORG JT」）へ17.9tを、平成29年３月28日にオーストラリアにおいてメキシコ合衆国PRIMUS

VISIONS.A. DE C.V（以下、「PRIMUS VISON」）へ88t、さらに、平成29年３月29日にメキシコ合衆国全国牧畜業

者組合連合会ハリスコ州支部UNION GANADERA REGIONAL DE JALISCO（以下、「UGRJ」）に360t、及びオーストラ

リアにおいてSORG JTに32tを納品しておりますが、それぞれの支払期限であります平成29年９月30日にUGRJはス

ーパーソルガム種子の輸入が完了していないこと、SORG JTは輸出入の手続きが想定以上に必要であることから、

支払期日の延長要請がありました。延長後の支払期日につきましては、UGRJは平成30年３月31日、SORG JTにつき

ましては、平成30年２月28日となっております。なお、UGRJの支払原資は輸入しました種子の販売となっている

ことから、UGRJによる販売が進まず延長期日までに代金が回収できない可能性もあります。また、SORG JTにつき

ましても外部からの資金調達により支払原資を確保する意向を受けておりますが、外部からの資金調達が行えな

い可能性もあります。また、上記のとおりUGRJ、及びSORG JTからの代金支払いが平成29年９月30日に履行されな

かったことから、平成30年３月期においては、メキシコにおいて1,600t、タイにおいて100tの販売を計画してい

ましたが、現時点において、これらの販売計画は実現の可能性が低くなっております。今後、当社としましては、

引続きバイオ燃料事業の推進を図ってまいります。

レストラン・ウエディング事業につきましては、前連結会計年度より実施しております紹介会社を利用した結

婚披露宴の成約数確保を当四半期連結累計期間においても継続して行っております。また、店舗の収益性の改善

を図るために、店舗別の平日・休日・昼夜別に客単価、来店客数のデータを分析の上、単月の収支が黒字の店舗

と単月の収支が赤字の店舗を分別し、さらに、前年同期に比べ売上が低下している地方店舗につきましては、営

業時間、人員配置、食材等の見直しによるコスト削減策を実施しております。他方、安定した売上が確保されて

いる店舗につきましては、来客が集中する時間帯における料飲提供時間の短縮による座席回転率の改善を図るな

ど売上高の向上を目指しております。さらに、前連結会計年度において老朽化が著しい店舗の改修は実施済であ

り、定期的な害虫、害獣駆除、ハウスクリーニングも行い店舗環境を改善することで、集客の向上を目指してお

ります。なお、前連結会計年度において不採算店舗でありました渋谷店につきましては、低カロリー食材を中心

としたコース料理の提供に対し当初予想値を超える反響が継続しており、他店舗につきましても定期的に提供メ

ニューの見直しを実施しております。これらのことから、レストラン・ウエディング事業に関しましては引続き

安定的かつ持続的な利益成長の実現を目指してまいります。

今後も上記の着実な実行を図ることにより、安定的に営業利益及び営業キャッシュ・フローを獲得できる体制

の構築に取り組んでまいります。
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